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 平成 26 年度 岐臨技研修会のご案内 １０月(2)  
 

＜臨床血液部門研修会＞ 

 

日 時 ： 平成 26 年 11 月 1 日（土） 14：00 ～ 16：30  

場 所 ： 岐阜市民病院 中会議室 

内 容 ： 「臨床検査技師の技術と知識で臨床を支援  

－採血から止血系のマニアックな検査まで－」 

         講師：関西医科大学    小宮山 豊 先生 

      「ループスアンチコアグラント検査の最近の話題」 

  （新しく開発されたコアグピア(r)ＬＡのご紹介） 

         講師：積水メディカル株式会社  須長 宏行 先生 

 

＊今回は、凝固・線溶検査でご高名な関西医科大学 小宮山豊先生に来ていた

だき、凝固検査をするうえの注意点（遠心条件や採血の注意点 etc）や APTT ｸ

ﾛｽﾐｷｼﾝｸﾞﾃｽﾄを行う上での注意点や結果判定などについて詳しく説明していた

だきます。日頃の疑問点や困っていることなどの質問にも答えていただけます。

また、須永宏行先生には APTT が延長するにもかかわらず血栓を引き起こすﾙｰﾌﾟ

ｽｱﾝﾁｺｱｸﾞﾗﾝﾄについて最近の話題を含めてお話していただきます。 

多数のご参加をお願いします。 

 

駐車場 ： 岐阜市民病院患者様用駐車場をご利用下さい。駐車券を無料券と

交換します。 

参加費 ： 岐臨技会員は無料です。県外技師会・日臨技のみの会員は 300 円、

非会員は 2,000 円を資料代として徴収し領収書を発行します。 

       

この研修会は日臨技生涯教育制度に事前登録したもので、研修会参加者には専門教科（20 点）

として認定されます。研修会参加者は会員カ－ドをご持参下さい。 

 

本研修会は「日本糖尿病療養指導士のための学会」として 

医療職研修＜第 1 群＞糖尿病療養指導研修単位 0.5 単位が認定されます 

 

連絡先 岐阜市民病院 中央検査部 横山 裕子(210018) 

 TEL 058-251-1101 
 

携帯学術ｶﾚﾝﾀﾞｰ 

http://local.google.co.jp/?ie=UTF8&ll=35.41414,136.734402&spn=0.001613,0.003186&z=18


＊＊ 外部講師における講演依頼の目的と講師略歴 ＊＊ 

 

外部講師における講演研修会の目的 

 

昨年度の岐臨技精度管理調査のなかで、凝固検査方法に関してアンケート調査を行った

ところ、遠心条件や採血量などに関して各施設がバラバラの方法や基準で行っていることが

分かりました。そこで、凝固検査の採血方法や遠心条件などが検査値にうける影響に関して

の第一人者であり、「臨床に直結する血栓止血学」「わかりやすい血栓と止血の臨床」などの

成書に「臨床検査室の役割」と題して多数の著書がある関西医科大学講師の小宮山豊先生

に詳しく説明をしていただく機会を作りました。 

また、最近話題となっているＡＰＴＴクロスミキシングに関しても、なかなか上手くいかないと

か結果解釈に困るなどの声が聞かれますので、これに関しても専門家の小宮山先生に正し

い方法や注意点・結果の解釈などを詳しく説明していただきます。 

日頃、疑問に思っていることや困っていることなど、凝固・線溶検査に関しての質問にも答

えていただけることと思います。 

 

 

 

講演略歴 

小宮山 豊 (KOMIYAMA  YUTAKA)  関西医科大学医学部 臨床検査医学講座 講師 

 

略歴  

学歴  1975/03 岐阜薬科大学 薬学部卒業 

  1977/03 大阪大学 大学院（修士課程）修了 

  1980/03 大阪大学 大学院（博士課程）修了 

 

職歴(略歴) 

  1980/04     関西医科大学 医学部 臨床検査医学講座 助手 

  1989/04     米国 ニューメキシコ大学医学部 博士研究員 

  1991/10 関西医科大学 医学部 臨床検査医学講座 講師 

 
所属学会   

日本臨床検査医学会評議員 
日本血栓止血学会評議員 

 日本検査血液学会評議員 血栓止血検査標準化委員 
. 国際血栓止血学会    など多数 
 
  

 


